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報告   すみよい名張をめざす懇談会 ２０１６．１．２６（火） 

  

懇談会にご参加のみなさん、ありがとうございました。以下、懇談内容の要旨を報告します。 

１月は、３人の新しい参加がありました。   

すずらん（２）、緑ヶ丘（２）、池の台（２）、百合丘（４）、つつじが丘（３）、赤目（１）、さつき台（１） 

 

    

 司会進行：羽口か 

 テ ー マ：① これまでの懇談会で話し会ってきた内容をテーマ別に整理し、いくつかのテーマを選

んでその進め方を考えあう。 ② 事務局若しくは世話人を決める。 

 

これまでの懇談会の中で話題になったテーマ 

◎名張市の財政 

◎公共交通問題 

◎まちづくりについて、地域の現状（下水移動移管、予防介護施設、赤目観光、地域協議会） 

◎農業について  

◎名張のエネルギープラン 

◎子育て（中学校給食） 

◎国政問題と自治体、市会議員の役割、 

◎市議会定数、議員歳費 

 

 最初に三原さんから、以上のテーマの中で出てきた具体的意見について若干の説明をしてもらい 

ました。「どのテーマに絞ってどう進めて行くか」はなかなか難しい提起のようでしたが、 

つつじのＹさんからの「名張をよくする会」への２つの提言が皮切となって話し合いが活発化しました。 

① 公共交通問題  行政の最優先課題でもあり総意を結集する。互助、自助の観点からの問題解決 

も必要とボランティア活動の発展的な仕組みづくりなどの案が出されました。 

② 議員の定数削減  県下最低の財政状況が１３年、市長や議会は何をしてきたのか。議員 20 

名は必要か。半減すれば約３億円のうち 1.5 億円近くが改善できる。   

 

 

出された意見 （発言の主旨をとり違えて書いている場合はご指摘ください。） 

 

★ 地域交通は、地域のニーズがどうなのか、具体的なニーズを調べることから始めなければ。 

★ すずらんのライフサポートの場合は会員制（国土交通省との関係で）。年会費を集め、時間帯を決め

て、家から市民病院までの送迎などをしている。 

★ 公共交通もまちづくりも、住民参加は大事だが、行政の下請けになってしまったら限界が出てくる

し問題も解決しない。地方自治法にのっとったものになっているのか。我々も地方自治法を勉強せ

提 言 
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なあかん。 

★ 行政とは何か、市民も考える時期に来ている。 

★ 市の職員、幹部も含めて町の現状をつかめてないのではないか。「まち協」の会議で「遅くなったら

足がなくなる」と言ったら「心配しなくても○○からタクシーが出ている」と。名張ではタクシーは

そんな時間に営業していないことも知らない。 

★ 区長制度は廃止になっているのに、市からまわってくる文書に「区長殿」となっている。 

★ 基金が枯渇したからと固定資産税をあげる。名張は 9 割近くが持ち家だから、ある意味公平な課税

かなと思うが、基金を安易に崩してきた財政運営のあり方が問題だ。 

★ 固定資産税をあげて何年持つかと聞いたら 5 年ごとに見直しをするという。お金がない、ないと言

うがどんな使い方がされて来たのか。固定資産税の未納者が多いと聞いている。 

★ 固定資産税の値上げ、6 月に提案されて 9 月に決定、これに声をあげない住民が問題だ。 

★ 青山の処理場に 13 億円、つつじの住民の下水道の積立金、百合の汚水処理関連の 4 億円など、ど

う使われているのか、どうなっているのかあいまいなまま。議員も住民もあまりに勉強不足。 

★ 百合丘で出ている、「土地の用途地域の変更」も自分の住む隣の問題として考えると問題が出てくる。

“まちづくり”にとって無視できないが、総論賛成各論反対でまとまらない。 

★ つつじでは 28 年 4 月から民間保育所が開設するが、市の土地が無償提供されている。「なんで無償

や」と言う声も聞く。 

★ 住民が住民の意思をはっきり言わないとだめ。 

★  “まちづくり交付金”で本当に町がよくなると思っているのか。 

★ かつての用途指定があった交付金とちがって、今のは制約がないので使いやすい面もある。 

★ 財政の削減だけでは市民の首を絞めるだけ、中学校給食も地産地消を進めて名張のなかで循環してい

く仕組みづくりなどへの投資など、名張の財政、市民の暮らしを一緒に考えて行きたい。 

★ 名張市がやるべきことは”頭”をつくること、今だけを見ず将来に向けて教育にお金を使うことだ。 

★ 色々な問題が出されてきたが、懇談会の今後の方向は？ 私は名張市自身がどうとらえているのか、”

出前トーク“で直接聞いてみたい。市民としてもこの際地方自治法についても勉強して、法律に照ら

して名張の現状を押さえて行きたい。 

★ まちづくりにかかわっている人たちにもっと来てもらえるように。 

★ 住民としてとらえている問題を、市がどう考えているか”出前トーク“で聞いてみるのも一つかと思

う。そのためにも、これまで出されてきた市がかかえている問題をピックアップして事実を確定して

いくことが必要だ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回は ２月２７日（土） 1 時半～３時半 

              場所は、「なばりえ」 名張駅東口方面 第 3 銀行の隣 

テーマ   

① 市の出前トークのテーマを決める（ ➡  市財政・まちづくり・その他） 

② 地方自治法の勉強（ ➡  講師、日時） 

③ 懇談会の世話人の確認 


